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１．現場を変えるＡＩ

２．ＡＩ時代の土台づくり

３．集合知が生み出す価値

４．新たな行政機能デザイン

これからお話しすること



１．現場を変えるＡＩ

２



３

職員を支援するＡＩ

【出所】茨城県「新しい地方経済・生活環境交付金（デジタル実装型）」実施計画より



４

住民と対話するＡＩ

【出所】愛知県ウェブサイト等より



５

総務省における実証モデル事業



２．ＡＩ時代の

土台づくり

６



７

AI-Readyとしての自治体DX推進計画

＜重点取組事項＞

① 自治体フロントヤード改革の推進

② 地方公共団体情報システムの標準化

③ 「国・地方デジタル共通基盤の整備・運用に
関する基本方針」に基づく共通化等の推進

④ 公金収納におけるeL-QRの活用

⑤ マイナンバーカードの取得支援・利用の推進

⑥ セキュリティ対策の徹底

⑦ 自治体のAIの利用推進



８

自治体フロントヤード改革



９

自治体情報システムの標準化



３．集合知が

生み出す価値
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自治体横断の集合知
【出所】和歌山県ウェブサイトより
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分野横断の集合知

【出所】ソフトバンク株式会社 法人のお客さま 新着情報「静岡県藤枝市の窓口業務効率化に向けて、国産生成AIとソブリン性を備えた
クラウドを活用したナレッジ検索システムの実証を開始」（2026年7月1日）より
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消費生活相談DX
【出所】消費者庁・独立行政法人国民生活センター資料より



４．新たな

行政機能デザイン
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ＡＩがもたらす変化の方向性

これまで

分業

専門化

階層化

文書主義

これから

横断

集合知

ネットワーク

エージェント
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ＡＩ活用の過去・現在・未来
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自治体AX研究会（R8.7–）

１．開催趣旨

○ 地方自治体における人手不足が深刻化する中、急速に進展するＡＩ等のデジタル技術の時宜に適った活
用の在り方について検討を行うことを目的として研究会を開催する。

２．構成員等



18

自治体AXに向けた主な論点（案）
１．AI活用の最適化について

 ルールベース／機械学習／生成AIなどを如何に組み合わせて
業務プロセス全体を最適化するか？

２．AIエージェントの導入に向けて

 ワークフロー型／自律型というAIエージェントの違いに着目
した活用やガバナンスを如何に図っていくか？

３．制度・組織・業務・システム面からの検討

 制度が前提とする環境はAI活用により如何に変化するか？

 最適な組織・職員体制を如何に構築していくか？

 業務プロセスのタスク単位での分解を如何に進めていくか？

 システムの共同調達から共同利用までの可能性はどうか？
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タスクの分解と再構成
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